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茨城男子 2年ぶり、京都女子
2年連続の優勝。 
瀬戸内海の鬼ヶ島を成敗し
たのは坂東武者と京おんな
だった。 
 
第 14 回全日本リレー 
オリエンテーリング選手権大会 
2005 年 12 月 18 日（日） 
岡山県笠岡市白石島 
 

茨城男子・接戦を制する 
「誰が最初に来るのか？」 
最終コントロール近くが見渡せる会
場の一角に、茨城県、愛知県、東京都
の選手団が集まってアンカーの到着を
今か今かと待っている。 
中間の状況では茨城・小泉が 2 分ほ
どリード。その後ろを愛知・松澤、東
京・山本が激しく追い上げている。一
応のリードはあるものの、テレインは
見通しが悪く、ワンミスが大きなタイ
ムロスに繋がる。どこで大逆転がおこ
ってもおかしくない。それはレースを
走り終えたチームメイトなら誰だって
知っている。 
 
「やったー！」歓声を上げたのは茨
城メンバー。小泉が誘導レーンに姿を
見せた。松澤や山本の追撃を振り切り、
茨城県男子が 2 年ぶりの優勝を決めた
瞬間だった。 
茨城男子の走順は前回優勝の 2 年前
と同じく 1 走・佐々木、アンカー・小
泉。今回 2 走を走ったのは伸張著しい
高橋雄哉。高橋は先日行われたインカ
レロングでも個人優勝を果たしており、
いま乗りまくっている選手だ。 
2 位の愛知と 3位の東京は秒差。長い
リレー展開の中の、ほんのひと呼吸の
違いがメダルの色を分けた。 
 
男子選手権  
1 茨城 2:36:19 
佐々木良宜 - 高橋雄哉 - 小泉成行  

2 愛知 2:38:35  
田中公悟 - 稲葉英雄 - 松澤俊行 

3 東京 2:38:47  
山本真司 - 篠原岳夫 - 山本英勝  

4 大阪 2:48:36  
中村貴史 - 諏訪高典 - 小林康浩  

5 静岡 2:51:29  
李敬史 - 村越真 - 和久田好秀  

6 埼玉 2:52:23 
高橋善徳 - 柳下大 - 安田太郎  

 独走・京都女子 
宮内佐季子、番場洋子。日本女子の
中でもエース格の 2 名を擁する京都女
子は、はじめから優勝筆頭候補だった。
彼女たちの勢いに対抗できる唯一の対
抗馬は埼玉県。しかし、直前になり埼
玉県女子選手 2 名が病欠となり埼玉女
子はリレーが組めなくなってしまった。 
 
こうなったらもう京都女子を止める
手立ては無い。1走・宮内佐季子が中間
地点からダントツのトップに立つと、
そのまま他のチームを圧倒。2走・番場
洋子も他を圧倒するタイムを叩き出し、
2 走終了時点で、2 位のチームと 12 分
もリードを広げる。3走の寺嶋貴美江も
快走を見せ、終わってみれば 2位と 13
分もの差をつけ圧勝した。京都女子は 2
連覇。 
 
しかし番場洋子は最近になって関東
地区へ住居を移した。来年の全日本リ
レーでは自らが京都女子への刺客とな
るのかもしれない。来年の女子選手権
は面白いことになりそうだ。 
 

女子選手権 
1 京都 2:17:50 
宮内佐季子 -番場洋子 -寺嶋貴美江 

2 東京 2:30:50 
志村直子 - 渡辺円香 - 深沢博子 

3 大阪 2:44:09 
澤地未来 - 松本知佐子 - 森澤寿里 

4 愛知 2:52:56 
工藤千晶 - 落合志保子 - 志村和子 

5 千葉 2:56:00 
花木睦子 - 宮沢絵美 - 宮本知江子 

6 茨城      2:56:44 
武村法 - 千葉妙 - 高野麻記子 

 
三重県ベテラン男子・小八重善裕 

茨城！京都！日本一！ 大会レポート 
全日本リレー大会 
2005 年 12 月 18 日 木村佳司 
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三重ベテラン男子・連覇 
1 走・伊藤誠厚、2 走・小八重善裕、
3走・伊藤哲夫。三重県のベテランはこ
の走順のまま前年度の埼玉大会でも優
勝した。いわばゴールデンラインとで
もいうべき走順。しかし個々の成績を
見ると、ベテラン層は個人タイムのバ
ラツキが大きい。連覇した三重県だが、
決して安泰とは言えないだろう。 
 
男子ベテラン選手権 
1 三重 2:34:55  
伊藤誠厚 - 小八重善裕 - 伊藤哲夫 

2 千葉 2:42:46 
大塚校市 - 鈴木榮一 - 石井龍男 

3 埼玉 2:45:29 
小笠原揚太郎 -海老沢正 -奥山景得 

 

ナニワおばちゃんのド根性 
女子ベテランは元々出走者数が少な
かった上に、リレーにしては少しコー
スが厳しすぎた。このため神奈川が繰
上げスタートになり、リレーをつない
で完走できたのは大阪ただ 1 チームと
いう結果となった。筆者であり今回の
コースプランナー・木村は反省するこ
としきり。 
 
しかし、ナニワのおばちゃんたちは
やってくれた。なんとかリレーを繋ぎ、
最後は競技終了時刻の18秒前にフィニ
ッシュに飛び込み無事完走。この女子
ベテランの貴重な獲得ポイントが大阪
府の団体総合得点に積み増しされた。
その結果、なんと大阪府は団体総合得
点で愛知・京都に並んで同点 2 位に浮
上したのだ。ナニワおばちゃんのド根
性が掴んだ、団体総合の 2 位の座。値
千金の完走劇だった。 
 

 
女子ベテラン選手権 
1 大阪 4:19:42  
四宮寿美子 -浦野陽子 -辻村紀子 

2 神奈川 3:49:56（繰上げスタート） 
高橋明美 今井栄 大場節子 

 

 
大阪ベテラン女子チーム 
走り終わって、着替える間もなく表彰式に引っ
張り出され、そのまま帰りの臨時船にまで連れ
て行かれた。 
 

ジュニア男子は京都 
ジュニア女子は東京・神奈川 
ジュニア男子を制したのは京都府。
京都大学の学生の速さが他を圧倒した。
この調子で春のインカレまで突き進ん
でいきそうな調子だ。 
2 位の神奈川には高校生の宇野夏樹、
3位の愛知は全員東海高校生。若い世代
の活躍が都道府県の総合獲得ポイント
に大きく寄与している。 
ジュニア女子を制したのは東京・神
奈川の連合チーム。粒の揃った精鋭が
結果を残した。 
 
 

男子ジュニア選手権 
1 京都 1:42:58  
大西康平 - 能勢晃司 - 津國真敏  

2 神奈川 1:51:03  
宇野夏樹 - 荒川渓 - 真壁啓司  

3 愛知 2:00:02  
河村健太郎 - 桜井郁也 - 伴毅 

 
女子ジュニア選手権 
1 東京＋神奈川 2:46:50 
日名有砂 - 新妻道 - 高橋香織 

2 京都 2:54:35 
坂本涼子 -西田真梨子 -中島明日香 

3 愛知 3:04:35 
岩橋愛 -青山由希菜 -水野利枝子 

 

シニアは東京と千葉が連覇 
男子シニアは東京が連覇を飾った。 
加賀屋博文が東京でシニアクラスを
走るようになって、頭一つ抜け出た感
じだ。 
女子シニアも千葉が連覇。子供を連
れての表彰式もこのクラスの風物詩に
なってきた。 
 
男子シニア選手権 
1 東京 2:46:39 
利光良平 - 藤生考志 - 加賀屋博文 

2 埼玉 2:50:34 
早野哲朗 - 福田雅秀 - 羽鳥和重 

3 大阪 2:51:50 
川前紀尚 - 山根祥延 - 瀧川英雄 

 
女子シニア選手権 
1 千葉 2:46:38 
小林正子 -長谷川恵子 - 広江望 

2 静岡 2:55:42 
佐藤智香 - 村越久子 - 北原静香 

3 大阪 3:04:17 
岩水加代子 - 瀧川朋子 - 青柳紀子 
 

団体総合優勝は東京都 
今年も東京都が団体総合優勝を獲得
した。多くのクラスで上位を占めるだ
けの人材の豊富さが東京都の強みだ。
しかしながら、東京都は個別のレース
ではどこも優勝できていない。 
昨年度の埼玉大会では、ME/MS/MJ/WJ
の 4 クラスで優勝し、圧倒的な力を見
せた東京都だったが、今回は 2 位との
差は僅か。 
2 位には愛知・京都・大阪が同点で並
んだ。団体総合の争いは戦国時代に突
入した。 
 
1 位 東京都 29 点 
2 位 愛知県 26 点 
2 位 京都府 26 点 
2 位 大阪府 26 点 
5 位 茨城県 19 点 
5 位 神奈川県 19 点 

 
（木村佳司）

京都女子、力を見せ付けてウイニングラン （番場洋子・寺嶋貴美江・宮内佐季子） 
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「なにっ！欠航？」 
衝撃の第一報から始まった、
全日本リレーを含む一連の
イベント。終わってみればそ
れも思い出となる。 
 
晴れの国おかやま・白石島O 3日間 
2005 年 12 月 17 日（土）-19 日（月） 
岡山県笠岡市白石島 
 

瀬戸内海アドベンチャー 
12 月としては異例の強い寒気団が日
本列島を覆う。日本海側は大雪、海は
シケ。白石島へやってくるはずの連絡
船や臨時船が次々と欠航になる。数十
年島に住んでいる人も「12 月にこんな
に海が荒れるのは初めて」と驚きを隠
せない。例年 12 月の白石島はまだ暖か
く天気も安定している。開催日の決定
も過去のこうしたデータに基づくもの。 
 
波に弱いタイプの連絡船は欠航にな
ったが、それでも運行できる船で本土
から参加者が続々と集まってくれた。
凪の瀬戸内を想像してきてくれた参加
者は、思わぬアドベンチャーライドの
洗礼を受けることになった。 
土曜日のトレイル O ではフラッグが
風で飛ぶハプニングも。 
 

 
次々と入る欠航の連絡。状況を見守る役員 

 
日本各地の高速道路も麻痺し始めて
いる状況。土曜日に秋吉台で行われる
予定だった山口大学大会も大雪で中止
された。四国でも雪。寒気団が支配す
る日本列島の中で雪の影響を受けずに
全日本リレーが開催できたのは、瀬戸
内海の奇跡というほかない。 
 

 

オリエンテーリング島 
白石島ほどオリエンテーリングに理
解のある場所はない。それは過去 24 年
毎年春に笠岡市大会を開催してきたこ
とが大きい。島には歴史のあるパーマ
ネントコースも設置されており、整備
状況も良い。島の中でオリエンテーリ
ングを知らない者はいない。 
さらに島全体には八十八箇所のミニ
お遍路の石仏が設置され、白石島全体
で管理、整備されている。島外からも
お遍路巡りが時々訪れている。石仏は
究極のパーマネントコースとも言える。 
このように元々オリエンテーリング
を受け入れる素地が白石島にはある。
そんな中、今回の全日本リレーに向け
て職人・山川氏の手によって白石島全
てが正確に地図化された。 
 

コーステーマは「海物語」 
特徴物に富む白石島でのリレーコー
ス設定は楽しいものだった。島を堪能
してもらおう・・コーステーマは「海
物語」。砂浜を走るレッグを中心に、海
を見渡せるレッグ、さらには港のド真
ん中に設置した中間コントロール。そ
して全日本リレーらしく難しさと厳し
さを織り込んだコース。参加者は楽し
んでくれただろうか。 
 

 

お遍路スコア意外に盛況 
参加者の帰り足の分散を狙って企画
したのが月曜日のお遍路スコア O。全島
地図の完成披露の意味もあった。この
企画、お遍路という地元では親しみ易
いネタのせいか意外に地元参加者が集
まってくださった。 
世界選手権日本代表の元木友子が女
子 1位になったのだが、それに続いて 2
位は、地元の 74 歳の女性で八十八箇所
の整備をやっているという。74 歳とは
思えない元気ぶり。すごい。 
 

4 月 23 日にも白石島で 
白石島全島地図を使った大会がこの
春も開催される。お遍路スコアクラス
も再現する計画だ。これからも進む白
石島オリエンテーリングにとって、全
日本リレーはひとつの節目となった。 

 
2 位表彰される、地元白石島の天野富佐子 

（木村佳司） 

風雲！奇跡の白石島！ 大会レポート 
O白石島 2005 
2005 年 12 月 17-19 日 木村佳司 

 
スタートは港から。島で行われている行事であることを印象づけるシーン。

マスコミ・メディアを通じて白石島とオリエンテーリングを発信する。


